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事 業 検 討 会



議 題

2

① 意見交換会(３)の結果報告

② 鉄道高架化について

③ 市街地整備手法について（現在の検討状況）

④ まちづくりの進め方
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① 意見交換会（３）の結果報告
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意見交換会(３)の目的

阪急長岡天神駅周辺まちづくりの実現化に向けた取り組みとして
、まちづくりに関わる優先的・集中的に事業検討を行う『重点整
備地区（たたき台）』を提案し、実現性と可能性について意見交
換を行い、情報を共有する
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意見交換会(３)の概要



意見交換会(３)の主な意見
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〇鉄道高架化について

・鉄道高架は決定したのか。早期事業化を望む。
また、鉄道高架化が遅れる場合は、他の主要事業も遅れるのか。

〇今後のまちづくりの具体化について

・まちづくりの方向性は理解できるが、自身の土地はどうなるのか。
立ち退きなどになる場合、それは何時なのか。具体的な内容を説明して欲しい。

・重点整備地区を優先的・集中的に事業検討することは理解できるが、重点整備
地区外のまちづくりはどう考えているのか。
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② 鉄道高架化について
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連立方式の施工手順①

【仮線方式の施工手順】

阪急線路の高架化については、京都府や阪急電鉄と協議を進め、まちづくり展開と
合わせて検討していきます。

現在線付近に計画線が新設

計画線
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連立方式の施工手順②

【別線方式の施工手順】
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③ 市街地整備手法について



長岡京市の考える最適な鉄道立体化方式

阪急線路の高架化について、長岡京市としては、まちづくり展開へ
の影響が少ない『仮線方式』が望ましいと考え、まちづくりを検討し
ています。
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平成２４年１１月８日（木）

市街地整備方策の検討

重点整備地区の東西エリアについて、目指すまちづくりの姿の実現に向
け、東西エリアの一体的な検討も含めて、最適な整備手法の組み合わせ、
整備順序・整備時期を検討しています。

12
注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。

連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。

目指すまちづくりの姿（イメージ）



具体化に向けた今後の取り組み

① 測量成果を基に公共施設（駅前広場・補助幹線道路）の位置・形状を決定

駅東西エリアにおける具体的なまちづくりの事業計画（案）の
作成に向け、今後以下の取り組みを進めます。

② 関係地権者の意向確認、民間ヒアリング等を参考に事業区域・事業手法
を具体化

③ 上記①、②を取り組むにあたり、事業に直接的に関わる地権者を対象
とした小単位で密な協議を進める
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(仮称)阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業



事業手法（案）の提案

①連続立体交差事業の影響が少ないため、先行的にまちづくりを推進。
②目指すまちを実現する事業手法は、敷地を共同化して高度利用し、
駅前広場等の公共施設や賑わい空間を生み出す『市街地再開発事業等』
の適用必要性が高い。

権利変換方式

15注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。
連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。



平成２４年１１月８日（木）

検討状況（１）

・区画整理と再開発を一体的に実施することで、地権者の多様な土地利用ニーズに対応でき、
目指すまちの実現が可能となる。

・重要な都市施設である駅前広場及び補助幹線道路を中心とした区域に限定することで事業
効率性は高い。 16

他手法も含めた事業手法を適用し、複数パターンで比較検討中

：土地区画整理事業区域

：市街地再開発事業区域

土地区画整理事業区域

検討パターン.１ （補助幹線道路、駅前広場等を市街地再開発事業と区画整理の一体施行）

注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。
連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。



平成２４年１１月８日（木）

検討状況（２）

・区画整理と再開発を一体的に実施することで、地権者の多様な土地利用ニーズに対応でき、
目指すまちの実現が可能となる。

・補助幹線道路の整備を切り離した事業展開が可能となる。
・重要な都市施設である駅前広場及び補助幹線道路を中心とした区域に限定することで事業
効率性は高い。
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検討パターン.２ （補助幹線道路を街路事業、駅前広場等を市街地再開発事業と区画整理の一体施行）

：土地区画整理事業区域

：市街地再開発事業区域

：街路事業（直接買収）

：土地区画整理事業区域

注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。
連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。



平成２４年１１月８日（木）

検討状況（３）

・権利変換（再開発）への理解が得られれば事業性が高く、目指すまちの実現が可能となる。
・補助幹線道路の整備を切り離した事業展開が可能となる。
・重要な都市施設である駅前広場及び補助幹線道路を中心とした区域に限定することで事業
効率性は高い。
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検討パターン.３ （補助幹線道路を街路事業、駅前広場等を市街地再開発事業で整備）

：土地区画整理事業区域

：市街地再開発事業区域

：街路事業（直接買収）

：土地区画整理事業区域

注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。
連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。
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(仮称)阪急長岡天神駅東地区市街地整備事業



事業手法（案）の提案

①連続立体交差事業の影響が大きいため、連続立体交差事業を推進する
役割を持つ土地区画整理事業主体のフレームを設定する。

②連立事業が稼働した際や全体計画の実施に向け、段階的な事業を展開
する。
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注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。

連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。



平成２４年１１月８日（木）

段階的な事業展開
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全体計画の実施に向けた手戻りのない暫定整備を含めた事業展開を検討中

注）今後の測量成果により、駅前広場及び道路の位置・形状は変わる可能性があります。
連続立体交差事業を仮線方式とした場合の検討です。
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④ まちづくりの進め方



令和２年度のまちづくりの進め方

行政とまちづくり協議会及び市民と連携し、以下の取組みを行います。
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４月～７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

【長岡京市】

　測量業務

【まちづくり協議会】

【地域住民】

　意見の交換、意向の確認

　基本構想実現化に向けた
　まちづくりの検討（勉強会）

　まちづくりの検討
　事業調査（各種設計・調査）

昨年同様、地権者をはじめとする地元住民と積極的な意見交換を行いながら、
今年度末には具体的なまちづくりの事業計画（案）の作成を進めます！！
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土地区画整理事業とは
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市街地再開発事業とは
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線的整備と面的整備の比較
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